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【主な研究成果】
ミルフィーユ構造を有するTiNi-Nb組成とTiCo-Nb組成を結んだ(Ti40Ni41Nb19)1-x(Ti35Co35Nb30)x合金において、機械的性質と相境界構造の関係を調べた。x=0すなわちTiNi-Nb合金ではキンク強化量が約40MPa、転位強化量が約380MPaであった。xを増加すると、転位強化量はx=0.7までほぼ一定値であるが、ｘ=1では120MPa程度まで急減した。一方、キンク強化量はxの増加とともにほぼ線型的に増加し、x=1では120MPa程度となった。次に、相境界構造がxとともにどのように変化するかを調べたところ、x=0～0.5までは両相がcube-on-cubeの関係を示していたが、x=0.7～1では∑３に類似した相境界構造を示しており、x=0.7付近で両相の方位関係が大きく変わることが分かった。以上より、転位強化量の変化と相境界変化がほぼ一致することが分かった。
　cube-on-cube相境界では隣接する相とはシュミット係数が同じであるため、相境界は転位運動の大きな障壁とはならず、転位は低い応力で結晶内を運動することができる。一方、cube-on-cube以外の方位関係を有する場合、隣接相はことなるシュミット係数を持つため、転位運動の障壁となり得る。このような状況では転位を運動させるには大きな応力が必要となり、キンク形成応力を超えるとキンクが形成すると考えらえる。

【今後の展望】
　上記考察の検証のためにTiNi-V合金の相境界構造の解析を行う。機械的にはTiNi-V合金と同様に転位強化が大きい合金系であるが、この合金の機械的性質と相境界構造を転位の運動で説明できることを実証したい。

【具体的な成果】
　●田口貴哉、宮嶋陽司、石川和宏、「ミルフィーユ構造を有するTi(Ni, Co)-Nb合金の機械的性質、日本金属学会・日本鉄鋼協会北陸信越支部連合講演会、2023年12月、福井市
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